
いよいよ始まる
新しい文化庁

～地域文化創生本部発足～

移転後の文化庁・京都の文化はどうなるの？

そして 「政治・経済」と「文化」の二元化による文化力の発現

「政治・経済」と「文化」の双眼構造による経済・文化両面から日本創生を！

「政治・経済首都」

政治・経済の国際交流のハブ

新産業の創造による経済成長

「文化首都」

文化の国際交流のハブ

文化芸術を起爆剤とした日本創生

二つの
交流ハブ

「文化芸術立国」の実現

京都府文化庁移転準備室　075-414-4320
京都市文化庁移転推進室　075-222-4200
京都商工会議所企画室　　075-212-6430

文化庁の京都移転

新・文化庁 文化による日本創生

新
た
な
推
進
力

文化政策と様々な関連分野
との連携

機能強化
観光・産業、教育、福祉、ま
ちづくり等の様々な関連分野
との連携を強化し、総合的に
施策を推進

文化財等の文化芸術資源を国民・社
会の宝としてより活用するとともに、
従来の文化芸術の領域にとらわれな
い新しい文化の創造を促進
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先行移転先・本格移転先候補

文化庁の移転が決まってからの動き

●平成29年４月　先行移転開始
　・文化庁の一部を先行的に移転し「地域文化創生本部」が設置されます（右頁上段参照）

●平成29年８月末　本格移転について場所や費用負担の決定
　・具体的な庁舎の場所、費用負担のあり方等が決定されます

●平成30年　文化庁の機能強化に関する法案の提出
　・文化庁の機能強化、抜本的な組織改編に係る文部科学省設置法等の改正法案が、１月
　　からの通常国会を目途に提出される予定です

文化庁の移転はどのように進められるの？

政府のまち・ひと・しごと創生本部において
移転の必要性や効果について検証が行われ、
「政府関係機関移転基本方針」が決定

平成 28年 3月 22日

平成 28年 7月

平成 28年 8月

左から、門川市長、立石
京都商工会議所会頭、
山田知事

京都への文化庁の全面的移転が決定！

○最新のテレビ会議システム等のＩＣＴを活用した、
　文化庁による実証実験の実施
○文化庁、関西広域連合、京都府、京都市及び関西経
　済連合会の5者で「文化の力で関西・日本を元気に」
　を共同発表

文化庁とのテレビ会議
の様子

文化庁移転協議会において「文化庁の移転の概要につい
て」が決定
先行移転や文化庁の機能強化、今後の移転の進め方など
が記載されました

一日も早い全面的移転に向け、今後も検討を進めていきます どこに移転するの？

本格移転先候補について

先行移転先について

【設置時期】　
　平成 29年 4月

●京都府警本部本館

●文化庁地域文化創生本部

京都府

京都市

国

独立行政法人
国立文化財機構

●元安寧小学校の一部

●京都国立博物館

●旧京都地方合同庁舎

（本館）
（旧管理棟・
資料棟等）

移転先の候補 現所有者
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地域文化創生本部ってどんなところ？

左から、山田知事、井戸関西
広域連合連合長、宮田文化庁
長官、森関西経済連合会会長、
門川市長

文化庁の移転が決まってからの動き

京都市上下水道局旧東山営業所

文化庁移転協議会において「文化庁の移転について」が決定
●先行移転の概要
●本格移転先候補４箇所５件　　　　　などが記載されました

平成 28年 12月

【庁舎の場所】
　京都市東山区東大路通松原上る三丁目毘沙門町 43-3
　京都市上下水道局旧東山営業所

【主な業務】　

文化庁と京都府・市が協同で進める文化事業にはどんなものがあるの？

　・全国高校生伝統芸能優秀校選抜公演（仮称）
　　　次世代を担う高校生による伝統芸能の大会を開催します
　

　平成29年度から京都に、文化庁の組織として「地域文
化創生本部 」を設置し、本格移転の準備とともに、新た
な政策ニーズに対応した事務・事業を地元の知見・ノウ
ハウ等を生かしながら先行的に実施します

文化庁

京都・
関西の
経済界

京都・関西
の大学等
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・本部の総括・本格移転の準備
・文化に関する政策調査研究
・国際文化交流
・地域の幅広い文化芸術資源の活用による地方創生、経済活性化及び人材育成
・伝統工芸や生活文化に関する調査研究
・文化財等を活かした広域文化観光及びまちづくりの推進、モデル開発
など

京都府・
京都市・
関西の
自治体

創生
本部

地域文化創生本部は何を目指しているの？

　・文化芸術を創造し活用するためのプラットフォーム形成への支援事業
　　　地方自治体が、地域の文化芸術資源（現代アート・メディア芸術・工芸・障害者芸術など）を活
　　用し、芸術団体や大学及び産業界等と連携して実施する持続的な地域経済の活性化や共生社会の実
　　現等に繋がる先進的な取組等を支援します
　・観光拠点形成重点支援事業
　　　文化財を中核とする観光拠点の整備を推進するため、歴史文化基本構想策定地域や、他の地域の
　　モデルとなる優良な取組を支援します

●国と地域が連携して新たな価値を創造

（写真：第5回全国高校生
　伝統文化フェスティバル）

（写真：東アジア文化都
   市2017京都公演）

・東アジア文化都市2017京都
　　中国の長沙市、韓国の大邱広域市とともに１年間を通じ
　た文化交流事業を展開します
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